
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 
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部会名 

そだちネットワーク部会 第１回 

会議で話し合われた事 

 

④Ｈ２８年度の部会目的と３つの基本的柱について 

Ｈ２７年度までの目的や基本的柱で使われてている「障害」や「障がい児」という表記に着

目し、「障害のあるお子さん」に限定しているのではないかという意見から、目的と３つの

基本的柱の見直しを行った。 

グループディスカッションを通して、「障がい」のイメージについてや、障害以外にどのよ

うな言葉を用いたら良いのか等グループごとに、多くの意見が交わされた。 

 

 

＜Ｈ27年度目的＞ 

障害のある子どもさんを育てる家族の気持ちに寄り添いながら、 

障害児を支える地域の関係機関の連携体制を構築していくことを目的とする 

 

＜Ｈ２７年度３つの基本的柱＞ 

① 子どもの障害や特性に合わせた支援  

② 親の気持ちに寄り添う支援（障害受容プロセスの伴走者であること）  

③ 関係機関のネットワークづくり 

  

   ※太字部分を中心に見直し・検討を行った 

今後に向けて 

・目的・３つの基本的柱について 

・今後の部会内容について 

参加者所属機関名等 

飯山養護学校・北信保健福祉事務所・中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野

沢温泉村・栄村・母子通園施設いちご学園・母子通園施設ゆきんこ園・児童養護

施設飯山学園・ふっくら工房ふるさと・北信教育事務所・事務局（北信圏域総合

相談支援センター） 

開催日時 

平成２８年 4月 25日（月） 

本日のテーマ、課題等 

①自己紹介 ②自立支援協議会の説明 ③昨年度までの振り返り ④Ｈ２８年度

の部会の「目的」と「３つの基本的柱」について ⑤今後の部会内容について 


